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研究成果の概要（和文）：本研究では、マレーシアにおける複数の民族集団の「家」の特徴の通時的・多元的な比較研
究を行った。「家」を、家族の成員に限らないさまざまな人々が多様な人間関係を実践する現場として捉え、そこに内
包される人間関係の発展に応じてそれ自体の形態と構造が変化する動態的なものとして分析を行った。そこから、「家
」においては、容器（建築物としての家屋）とその中身(家財とその配置)、これら二つを構成する力学（そこで実践さ
れる人間関係）の三者の交互関係に、各民族集団の特徴が現出することが明らかにされた。また、「家」における実践
のうち、特に食に関わる実践が社会関係のダイナミクスに大きく影響していることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： This study focused on the character of “House” within multiple ethnic groups 
diachronically and pluralistically. A“House”is analyzed as the place of practice for a variety of 
families and non-families relationship, which has dynamic structure changing to form depending on the 
development of human relationship belonging to itself. From this analysis it revealed following: 
characters of each ethnic group appear alternating relationship of a container (house as a building), its 
contents (household goods and their placement), and dynamics constituted by above mentioned two elements 
(practice of human relationship) . Also, practice relating to food has significant impact on the dynamics 
of social relationship, within the various practice of “House”.

研究分野： 文化人類学

キーワード： マレーシア　家　親族　地域研究
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１．研究開始当初の背景 
マレーシアは、マレー人（ブミプトラ）、中
国系マレーシア人（華人）、インド系マレー
シア人、そして多くの少数民族（ブミプトラ）
から構成される多民族国家である。と同時に、
それぞれの民族はそれぞれに固有の文化
的・社会的特徴を維持している「複合民族国
家」である。1990 年代以降のマレーシアは、
それまでの同化主義に基づくマレー人優遇
政策から、多文化主義に基づく「マレーシア
国民」の創出への転換を目指しており、「マ
レーシア人」というアイデンティティの創出
が国家政策の中心に据えられるようになっ
た。そのような背景の下で、新規に造成され
る住宅地や集合住宅においては、民族混住が
政策誘導されている。しかし、旧来の村落は、
各民族別の居住形態をなしており、同じ「マ
レーシア人」であっても、伝統的村落に他民
族が移り住むことは難しい。また、新興住宅
地や集合住宅においても、供給後の転売や転
用によって、同系の民族集団によって近隣が
占められていく傾向があり、事実上の民族別
住み分けが起きている。 
 このような、民族集団ごとに「家」が集ま
る傾向は、民族性の差異（文化的・宗教的差
異）に起因するものと考えられる。各民族集
団間の文化的差異については、信仰や食文化
の特徴なども挙げられるが、マレーシアは 18
世紀来の成熟した多民族社会であり、マレー
シア人の実際の人間関係は、それぞれの民族
集団の枠を超えて広がっている。都市集中型
の経済発展により、出稼ぎ労働に従事するた
め地方を離れる若者と、地方に残される老親
といった家の空間的断絶が顕著になりつつ
ある一方で、労働に従事する場としての都市
と儀礼的責務を履行し子を養育する生活の
場としての地方は、断絶されたものではなく
頻繁な往来により拡大されたひとつの生活
圏として認識されているという側面もある。
また、都市部においては同一地域出身の出稼
ぎ民にとってセーフティネットのように機
能する家がみられる。つまり閉じゆきながら
も開きゆくといった二つの異なる力が作用
し柔軟にそのかたちを変えるマレーシアに
おける民族集団ごとの「家」の現代的特徴を
考えるためには、「異動」という切り口から
人びとと家の関係を現地調査に基づき通時
的・多元的に考察すべきであり、また民族差
を超えて創出される「マレーシア人」という
同化圧力の内実と範囲を明らかにすべきで
ある。 
 
２．研究の目的 
マレーシアは、マレー人、中国系マレーシア
人（華人）、インド系マレーシア人、そして
多くの少数民族から構成される多民族国家
である。と同時に、それぞれの民族はそれぞ
れに固有の文化的・社会的特徴を維持してい
る「複合民族国家」である。 
本研究では、マレーシアの複数の民族集団の

「家」の、都鄙をまたがって存在する特徴を、
現地調査から明らかにする。その所見から、
マレーシアの文化としての新たな「マレーシ
ア人の家」の成立の可能性を批判的に考察し、
消長伸縮するマレーシア多民族社会におけ
る家構造の通時的かつ多元的に比較研究す
ることを目的とする。柔軟にかたちを変える
マレーシアにおける民族集団ごとの「家」の
現代的特徴を考えるために、「異動」という
切り口から人びとと家の関係を現地調査に
基づき通時的・多元的に考察し、また民族差
を超えて創出される「マレーシア人」という
同化圧力の内実と範囲を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 研究の主たる方法は、研究組織 3名による
長期の現地調査である。3 名それぞれ調査対
象民族の社会において住空間調査を行う。三
年間三段階にわたる現地調査の成果を最大
化できるよう、各調査前後にもつ研究会議に
より、研究グループとしての共通目的に沿っ
たデータを取得できるよう調査計画を検証、
修正を行った。 
調査開始前には事前に研究会議をもち、問

題意識の深化と各自調査計画の相互検討を
行った。研究代表者（三浦）および研究分担
者（益田・櫻田）の 3 名は、後述するそれぞ
れの担当対象社会・民族についての情報の共
有を図り、と同時に、マレーシア国内に限ら
ず、居住や移動とそこで生成される人間関係
に関わる資料や先行研究・民族誌等を精査・
分析し、「家」の構造に関わる理論的問題系
の整理を行った。 
研究組織 3名は、問題系と人類学的調査法

を共有しつつ、下記の民族集団別・地域別の
分担により、マレーシア各地で調査を実施し
た。 
① マレー人（クランタン州）：益田岳 
② 華人（ジョホール州）：櫻田涼子 
③ ボルネオ先住民（サラワク州）：益田岳 
④ ボルネオ先住民（サバ州）：三浦哲也 
研究組織の各員は当該地域社会にて十分

な調査経験を有す。よって、フィールド調査
を実施する上で技術的・言語的な問題は無く、
調査対象社会と綿密な人間関係が既に構築
されていることから、「家」という場所で人々
がどのような生活を営んでいるのかという
具体的で、質的に充実した資料を得ることが
可能であった。 
対象民族それぞれにおいて以下の各点に

ついて重点的な資料収集を行った。これらは、
いずれも、「家」で実践される人間関係を理
解するための基礎的資料となった。 
（1）家族・親族の集団原理 
（2）「家」の構成員の加入・脱退の機会と

なる人生過程 
（3）「家」を現場として行われる（食事か

ら礼拝まで）様々な日常的行為 
（4）「家」と生業とのかかわり 
（5）前４項と、家屋の構造・空間利用と



の関係について 
（6）「家」という場所を中心に構築される

様々な人間関係 
（7）「家」の構成員の変化にともなう空間

利用の変化について 
（8）「家」をめぐる移動の実態 
3 年間の現地調査および文献調査の結果か

ら、分析と総合を行った。各員は、それぞれ
がフィールドで得たデータを相互に批判的
に検討しながら、その分析を深化させるため、
ワークショップを開催し、現地調査の結果の
報告を行い、隣接地域の研究者との議論を行
った。 
 
４．研究成果 
 本研究では、マレーシアにおける複数の民
族集団の「家」の特徴の通時的・多元的な比
較研究を行った。「家」を単なる構造物とし
てとらえるのではなく、家族の成員に限らな
いさまざまな人々が多様な人間関係を実践
する現場として、あるいはそこに内包される
人間関係の発展に応じてそれ自体の形態と
構造が変化する動態的なものとして分析を
行った。そこから、「家」においては、容器
（建築物としての家屋）とその中身(家財と
その配置)、これら二つを構成する力学（そ
こで実践される人間関係の三者の交互関係
に、各民族集団の特徴が現出することが明ら
かにされた。また、「家」の特定空間におい
て展開されるさまざまな行為のうち、特に食
に関わる実践が社会関係のダイナミクスに
大きく影響していることが明らかになった。 
 そこで、「家」空間で展開される食実践と
社会関係のダイナミクスについて、2 度のワ
ークショップを開催した。１度目のワークシ
ョップ「食からみる｢つながり｣の文化人類学
的研究」（於・東北大学東北アジア研究セン
ター，平成 25 年 3月 24 日）において、「家」
を現場として行われる食事や饗宴を通じて
構築／形成／維持される人間関係の動態に
ついて、櫻田と三浦がそれぞれ研究報告を行
った。さらに、益田も 2度目のワークショッ
プ「家・空間における食実践に関する文化人
類学的研究―社会関係を開閉するという視
座から」（於・東北大学東京分室、平成 26 年
10 月 11 日）においてイバン族が家庭内で醸
造・消費する醸造酒が人間関係を開閉する事
例について報告した。 
 ２度のワークショップでの研究報告に基
づいて地域研究者との議論を深めながら、研
究分析の精緻化を進めた。その結果、「家」
空間で展開される「食」と社会関係の動態に
ついて、マレーシア一国にとらわれず、より
広い（具体的には東南アジア、東北アジア、
オセアニアの諸社会など）地域との通文化的
比較考察も可能であることが明らかになっ
た。 
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